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愛知県 防災危機管理課 防災拠点推進室

愛知県「基幹的広域防災拠点」
概要資料
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●１ 愛知県「基幹的広域防災拠点」
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【出展】愛知県東海地震・東南海地震・南海地震等被害予測調査結果（平成26年5月）

人的、住家被害は最大クラスを想定
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【愛知県】 南海トラフ地震の脅威

○M8～9地震の今後30年以内の発生確率は70～80%

＜愛知県の被害予測調査（平成26年5月公表）＞
○人的被害：死者 約29,000人
○住家被害：全壊 約382,000棟
○被 害 額：約17兆円

「県土全体の災害対応力」の強化が急務

１）計画の概要
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南海トラフ地震・スーパー伊勢湾台風等広域かつ甚大な災害では、

全国から人員・物資等の支援を受け入れ、被災地域や地域の防災活動拠点に
迅速かつ的確に供給する後方支援が必要
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県内130箇所の防災活動拠点の後方支援にあたる
「基幹的広域防災拠点」を整備し、

県内全域の災害応急体制を確保

１）計画の概要

全国から受援 各地へ供給
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２）整備計画地

基幹的広域防災拠点の位置

１.国の計画において、

「大規模な広域防災拠点」

に指定されている県営

名古屋空港に隣接

２.高速道路、空港との

ダブルアクセスが可能

３.地震時の液状化リスク

等の災害リスクが低い

位置選定の条件

整備計画地を
名古屋空港北西部「豊山町青山地区」に選定。
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基幹的広域防災拠点【災害時の機能】

３）災害時・平常時の機能

１．拠点指揮運用機能

・「防災拠点を指揮する本部機能」として、新たに消防学校を整備。
24時間危機管理体制を確保。愛知県・名古屋市の消防学校を統合し
全県一貫した消防教育を行うことを検討。
・「広域医療搬送拠点臨時医療施設（ＳＣＵ）」を設置。

２．支援部隊ベースキャンプ機能

・全国から派遣される消防・警察・自衛隊等支援部隊のベースキャンプ
用地を確保。

３．支援物資集積・中継・分配機能

・国からのプッシュ型支援物資を県内全域に供給するターミナル施設
を確保。
・県備蓄物資を保管

４．中部圏の「基幹的な拠点」としても貢献
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３）災害時・平常時の機能

基幹的広域防災拠点【平常時の機能】

１．消防学校を核とする愛知県の防災教育・人材育成拠点

・消防学校では、消防職員等に対し消防防災に関する教育訓練を実施。
・消防学校を地域に開放。訓練施設等を活用し、小中学生、自主防災
組織、企業等向けに防災教育・人材育成を実施。

２．地域の賑わいの創出

・公園として県民に広く開放。
・防災をはじめとした様々な分野のイベントを開催。
・防災ビジネス・スタートアップの拠点
・豊山町が整備する「賑わい施設」と一体感を保ち、県内外からの集客
に寄与。
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名古屋高速

豊山北出口
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４）レイアウト（ゾーニング）

ゾーニングの考え方



Copyright © 2015, Aichi Prefecture. All rights reserved. 9

基幹的広域防災拠点エリア

・国の計画に基づき、愛知県
全域を後方支援できる規模
を確保。

規模の条件

整備面積を約１９．２ha（万㎡）で計画

●施設規模（日あたり最大）
〇活動要員
約6,500（人）

〇支援物資
約31,000（パレット）

〇車両
約3,400（台）

基幹的広域防災拠点エリア

４）拠点レイアウト（拠点エリア）
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支援物資
エリア

支援部隊
エリア

消防学校
エリア

県内130か所の防災活動拠点の後方支援を
実施し、県内全域の災害応急体制を確保

４）拠点レイアウト（災害時：各エリア機能）

・支援物資中継、分配
・県備蓄 物資保管
・NPO、ボラ活動支援

・支援部隊のベース
キャンプ、後方支援

・拠点指揮本部
・広域医療搬送
・DMAT後方支援
・名古屋空港と
相互連絡

豊山町エリア
（避難所等）
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消防学校
エリア

エリアの一体的な活用により、
平時利用の活性化・防災力の向上を図る。

・多目的広場
・防災サバイバル
キャンプ

・消防教育
・防災教育
・人材育成

４）拠点レイアウト（平常時：各エリア機能）

豊山町エリア
（賑わい施設）

県内外からの集客

「備える！中日サバイバルキャンプ」より
提供：(株)中日新聞社

公園エリア
・屋内運動施設
・イベント会場
・防災ビジネス
・スタートアップ
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５）関連事業計画（道路）
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名古屋空港

多気中町東
交差点

青山江川
交差点

ﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄ

➀ 幅員約10ｍ ⇒17.5ｍ(両側歩道)
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６）関連事業計画（河川）

13

◆調節池イメージ

大山川調節池

越流堤

◆断面イメージ（3k400付近）

大山川調節池（基幹的広域防災拠点の地下に設置）

◆目的：大山川の洪水の一部を約22m3/sカットし、洪水流量を低減することで、大山川の

洪水（整備計画流量360m3/s)を安全に流下させる。

◆施設概要：洪水調節容量：約5.6万m3、面積：約1.8ha、洪水調節流量：22m3/s

大山川調節池

基幹的広域防災拠点


